
雪の日、元気にやぐらに登る年長組の子どもたち

福連木子守唄＆童謡まつりで子守唄を披露

「朝のあいさつ運動」のようす

みんなでしいたけとりをしたよ！

福連木小学校、伝統の子守唄

▲交流会での記念の一枚

福連木小学校（天草町）

「一致団結」をテーマに

新和小学校（新和町）
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自然の中で健康と感性を高める

大矢崎保育園（本渡町）

　しろはと保育園（部家浩一園長・全園児
77人）では、のびのびと走りまわれる芝
生の園庭で、１年を通して子どもたちが元
気に遊んでいます。中でも手作りのやぐら
は人気で、「いちばん上まで登りたい！」と、
足や腕を使ってどうやれば登れるかを考え
ながら挑戦しています。自分の力で登れた
ときの達成感と、そこから見下ろす景色は
格別でしょう。また、病気に負けない体づ
くりとして、毎朝年齢に合わせてランニン
グを行っています。年中・年長のクラスは、
いつもお世話になっている裏の空き地を、
白い息を吐きながら楽しそうに走っていま
す。遊びを通して学び、心豊かな子どもに
育ってくれることを願っています。

　福連木地区では、11月に『福連木の子守
唄&童謡まつり』があります。私たち福連木
小学校の児童も、毎年このまつりで子守唄を
歌っていて、今年は22人で参加しました。
　福連木の子守唄は、江戸時代から歌い継が
れていて『五木の子守唄』の元唄ともいわれ
ています。今年の子守唄＆童謡まつりでも、
子守奉公先でのつらく悲しい気持ちと、それ
に耐えてきたたくましさが、見ているお客さ
んに届くように歌いました。また、昨年は五
木村で開かれた『全国子守唄サミット&フェ
スタ』にも参加し、唄を披露しました。
　私たちは、これからも『福連木の子守唄』
を大切にし、後輩へと伝えていきます。

　新和小学校は、昨年４月に大多尾小学校と
統合し、全校児童134人の“新生”新和小学校
となりました。そこで、今年度は「一致団結」
をテーマに、いろいろなことに取り組んでき
ました。企画委員会では、みんなが仲良くな
るために「全校レクリエーション」や「縦割
り班遊び」などを計画し、実行しました。
　また、昨年度に６年生が始めた登校時の「朝
のあいさつ運動」は、すばらしい伝統として
受け継いでいこうと決め、毎日６年生が中心
となって取り組んでいます。今では、みんな
が大きな声で気持ちのよいあいさつができる
ようになり、「一致団結」の気持ちをもって、
仲良く楽しい学校生活を送っています。

　大矢崎保育園(奈良﨑孝一郎園長・全園
児97人)は、『よい子・つよい子・げんき
な子』を教育の基本として、感謝する心や
思いやりのある優しい心を育てる保育を目
標に、散歩や戸外遊びを多く取り入れなが
ら、自然の中で健康と感性を高めています。
園舎裏には馬の放牧場があり、馬とふれあ
うことで命の大切さを学んだり、山登り競
争や探検をしたりして、じょうぶな体づく
りを目ざしています。また、食育の一環と
して、今年はしいたけ栽培に挑戦し、みん
なで収穫しました。収穫したしいたけは給
食の献立に加わり、みんなでおいしくいた
だきました。自分たちで収穫し、食べる楽
しさを育てていけたらと思っています。
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　高校を卒業後、天草広域連合の消防職
員となり、はや２年が過ぎようとしてい
ます。今は、救急を学ぶため県消防学校
に入校し、日々、勉強に励んでいます。
　地元の天草に就職できたので、これか
らはもっと地域住民の人たちとのつなが
りを作っていきたいと思っています。

大塚伊織 さん（河浦町新合・20歳）
いおり

心豊かな明るい子どもに

しろはと保育園（牛深町）
こういちへ  や

◆毎日の楽しみは？
　週に３回行われるゲートボールに参加
することと、家業の野菜づくりを手伝う
ことです。また、その合間にはみかん畑
の手入れもしています。そして、毎日日
記をつけることも楽しみの一つです。
◆健康の秘けつは？
　暴飲暴食をしないことと、適度な運動。
また、自分さえよければいいという考え
ではなく、人を思いやり、仲間を思う気
持ちを持って人と接することも、心身と
もに健康を保つ秘けつだと思います。

吉田  親 さん
（栖本町河内・87歳）

ちかし

宝島の健康宝島の健康


